
エコ・コンパクトビレッジ

～自然と共生し、一人ひとりの笑顔がみえる、

持続可能なふるさと「かつらお」～

福島県双葉郡葛尾村
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阿武隈山系のほぼ中央部に位置し、

総面積の約８割を森林が占める

緑豊かな高原の村

（2011.3.11時点）

○世帯数：477世帯

○人口：1,567人
○面積：84.37㎡
○標高（中心地）：450ｍ
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Ⅰ 避難指示解除及び帰還・避難の状況
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（平成29年5月1日現在）

項目 世帯数 人口 備考

１．人口・世帯数 462 1,458

（１）帰還困難区域 33 116野行行政区

（２）避難解除区域 417 1,307
H28.6.12解除
（避難指示解除準備区域、居住制限区域）

（３）解除後の転入 12 35

２．帰村者数 73 135帰村率10.3％（人口ベース）

３．避難者数 - 1,288

（１）県内 18市町村 1,187仮設住宅247人、借上げ住宅181人

（２）県外・海外 101県外（13都府県）89人、海外12人
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Ⅱ 復興の現状と課題（1/5）

１．帰村の現状と見通し

○ 平成28年６月の避難指示解除（帰還困難区域を除く。）から９カ月が経過したも

のの、村民の帰還は１割未満にとどまっている（5/1時点の帰村率：10.3%）。

【主な要因】 ・住宅建て替え、リフォーム等の住環境整備の遅れ

・買い物、医療等の生活環境整備の遅れ

○ 今春以降は、村内での生活関連サービスがある程度整備されるため、村民

（高齢者中心）の帰還の動きが徐々に進むものと見込まれる。

２．主な施設整備の現状・予定
○ 拠点施設：復興交流館、農業用倉庫、防災備蓄倉庫の整備

（H29年度）

○ 産業雇用：胡蝶蘭栽培施設の整備（H29年度）

○ 公営住宅：復興公営住宅(三春町恵下越団地、西ノ内集合住宅）の整備（H28年度）

○ 文教施設：小・中学校校舎、体育館、プール、給食センター等整備（H28～29年度）

葛尾村イメージキャラクター
「しみちゃん」
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Ⅱ 復興の現状と課題（2/5）

３．生活環境整備の現状

○ 主要店舗は、今年夏ごろまでの村内での営業再開に向け準備中。

※ 食料品、日用雑貨等を扱う「マルイチ商店」が、村内で営業再開（4/17～）。

（１）買い物環境

○ 村では、補完的サービスとして、商工会と連携し、生鮮食品。日用品等の「無料

配達サービス」を行っているほか、田村市の商業施設等への「無料デマンドタク

シー」を運行し、買い物環境を確保している。

（２）医療・介護・福祉

○ 「歯科診療所」は、昨年７月から週３日診療を再開している。

○ 「内科診療所」は、医師確保の目処が立っておらず、県の人材マッチング「ドク
ターバンクふくしま」に登録するとともに、医師派遣に関して関係機関への協力
を依頼している。

○ 社会福祉協議会は村内で業務を再開しており、国の交付金を活用しながら帰
村した高齢者等の「見守り訪問」や「デイサービス事業」を実施している。
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Ⅱ 復興の現状と課題（3/5）

４．生業（農業・畜産・企業誘致等）

（１）H28年度は、11戸の農家が約６haで水稲実証栽培を実施。

H29年度からは本格営農再開となるが、作付面積は約8.6ha程度

にとどまる見込み。

【主な要因】 ・長期避難に伴う営農再開意欲の低下

・後継者の帰村が進まず、担い手が不足

・村内の優良農地が仮置き場となっている

（２）H29年2月から、「(有)ふるさとのおふくろフーズ」が

伝統食の「凍み餅」の製造・販売を再開。

（３）畜産では、全村避難に伴い村外(田村市）に預託していた肉用牛の

一部(繁殖農家４戸、約50頭）が村内での飼養を再開。

（４）県外製造業(金泉ニット株式会社（本社；愛知県））が、村との基本協定
に基づき、村内に新工場を設置（今年10月に工場操業開始）予定。
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Ⅱ 復興の現状と課題（4/5）

５．教育（幼稚園、小・中学校の村内再開）

（１）当初、村では再開時期をH29年４月として施設整備に取り組んできたが、

保護者等による「学校再開検討委員会」で検討した結果、村内の環境整備が

不十分であるとして、再開時期をH30年４月に延長することとされた。

（２）学校施設の新築・改修等の工事が概ね完了したが、村内での学校再開に

向け、保護者等と緊密に連携・協力しながら、魅力ある教育プログラムの構築

を進めていくことが大きな課題となっている。

【参考－H29年度の園児・児童・生徒在籍数】

・幼稚園：27人（うち葛尾幼稚園三春分園は９人）

・小学校：50人（うち葛尾小学校三春校は９人）

・中学校：40人（うち葛尾中学校三春校は13人）
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Ⅱ 復興の現状と課題（5/5）

６．帰還困難区域の復興

村の東端に位置し、浪江町津島地区と接する「野行（のゆき）地区」が

帰還困難区域となっているが、今般の改正福島特措法の成立を受け、

今後、地区住民の意向を十分踏まえながら、区域全体の復興の実現に

向け、国・県と対応を協議していくこととしている。
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